
Ｂ－ １　鹿児島県某大学女子学生の体型について
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1.　前回におい て， 衣服寸法研究グループ による調査

研究 の一環 として，昭和36年度に実施し た鹿児島県立短

期大学女子学生の身体計測結果 について報告し たが，今

回は昭和38年 ５月 ～ ６月 に同様な計測を行なったので，

両年次間の比較を行 ない， 被服構成指導 の実際について

二，三 の考察 を試みた。

2.　被検者は前回が19歳～20歳162 名，今回は18歳～

21歳151 名で，計測項目は，衣 服寸 法に関係の深い身長，

総丈， 背丈， 前胴丈， 背肩 幅。肘丈， 袖丈, 胸 囲, 胴 囲，

腰 囲，順付 根囲，腕 付根 囲，手首 囲，頭 囲， 乳頭間隔，

全頭高，足長，胴高 の18項 目，並びに体重計19項目であ

る。

3.　両年次間の比較では，身長，総丈， 前胴丈，背肩

幅，胸 囲，胴 囲，腰 囲，腕付根囲，手首 囲，頭 囲，乳頭

間隔，胴 高，並び に体重 の13項 目におい て年 次による漸

増 の傾向を示し，前胴丈，背肩幅，腰囲,腰付根囲,頭 囲

の５展目は危険率 α＝l% で有意差が認 められる。前 回

の計測結果 では，本学女 子学生 の体位 は衣服寸法研究 グ

ル ープ の総平均 と比較して総体的 にやや劣ってい るこ と

が認 められ るが，今回 の計測結果 によれば，身長，胸 囲

とも総平均に近接し た数値を示し てお り，また胴囲，腰

囲は むしろ，やや上回っているこ とが認 められ る。比胴

高，頭身示数 についても年 次によ る増加が認 められ るの

で,体型の釣合がよくな りつつあるこ とが うなずかれる。


